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1. 本 誌 は ､物 性 物 理 の研 究 を共 同 で促 進 す る ため ､研 究 者 が そ

の研 究 意 見 を 自由 に発 表 し討 論 しあ い ､ ま た ､研 究 に関 連 した

情 報 を速 や か に交 換 しあ う こ と を 目的 と して ､毎 月 1回編 集 ･

刊 行 され ます｡ 掲 載 内容 は ､研 究 論 文 ､研 究 会 ･国 際 会 議 な ど

の報 告 ､ 講 義 ノー ト､研 究 に関 連 した諸 問 題 につ い て の意 見 ､

情 報 な どで す｡

2. 本 誌 に掲 載 され る論 文 に つ い て は ､原 則rと して審 査 は行 な い

ませ ん｡ 但 し､編 集 者 が本 誌 に掲 載 す る こ とを著 し く不 適 当 と

認 め た もの に つ い て は ､改 訂 を求 夕)､ ま た は掲 載 を拒 絶 す る こ

とが あ ります｡

3. 本 誌 の掲 載 論 文 を他 の学 術 雑 誌 に引 用 す る と きは ､著 者 の承

諾 を得 た上 で private communication 扱 い に して下 さ い｡

投稿規定

1. 雑 誌 のペ ー ジ数 を節 約 す る ため 原 稿 は極 力 簡 潔 にお書 き下 さ

い｡

2. 原 稿 は400字 詰 原 稿 用 紙 を使 用 し て下 さ い｡

3. 数 式 ､記 号 の書 き方 は Progress､ Jourrlal の 投 稿 規 定 に

に準 じ､ミスプ リン トが生 じない よ うに適 当 な処 置 を とっ て下 さ

い｡

上 ツ キ ､下 ツ キ は特 に紛 わ しい もの の み を手旨志 して下 さ い｡

英 字 の大 ､花 文 字 ､ ギ リシャ の指 定 を忘 れ な い よ うに ､ O とa

と 0(ゼ ロ)､u とn と rr ､C とe ､1 (ェ ル )と 1(イチ )､X と×

(カ ケ ル )､u とV 等 が一 番 間違 いや す い｡

4 . 数 式 は 3イ子に わ た っ て大 き く書 い て下 さ い.

E: 1才子以 内 にお さ ま らな い可 能 性 の あ る長 い数 式 等 は必 ず改 行

の際 の切 れ 目 を赤 て守旨定 して下 さ い ｡

6. 図 の縮 尺 ､拡 大 は致 し ませ ん｡ - 頁 以 内 に 入 ら な い 図 は原 則

と して著 者 に返 送 し､書 き改:め て い た だ き ます｡

7. 投 稿 後 の ノ京稿 の言丁正 は で き る だ け さ け る よ うに して下 さ い｡

8. 別 刷 が入 用 な場 合 は ､投 手高の際 に所 要 部 数 を10部 単 位 で 申込

ん で下 さ い｡ 別 紙 代 は下 記 方 式 に よ り､ 現 金 で納 入 して い た だ

き ま す ｡

(郵 券 に よ る受 付 は い た し ま-せ ん｡

p :物 研 出 来 上 り頁 数

Ⅹ :別 刷 所 要 部 数

a :別 刷 - 頁 の 代 金 1円

b :製 本 代 (別 刷 一 部 に つ き ) 10門

別 刷 代 - (a p +b)Ⅹ + 送 料

別 刷 代 金 は別 刷 を受 取 ? て か ら､ 1ケ 月 以 内 に納 め て下 さ い｡

そ れ よ り遅 れ た場 合 に は 遅 滞 追 徴 金 を請 求 さ れ る こ と が あ り ま す

す か ら ､ 御 注 意 下 さ い｡

9. 原 稿 締 切 日 は 毎 月 20日 で 原 則 と し て 次 月 発 行 誌 に 掲 載 さ れ ま す

ます ｡



1. 本 誌 は ､物 性 物 理 の研 究 を共 同 で促 進 す る ため ､研 究 者 が そ

の研 究 意 見 を 自由 に発 表 し討 論 しあ い ､ ま た ､研 究 に関 連 した

情 報 を速 や か に交 換 しあ う こ と を 目的 と して ､毎 月 1回編 集 ･

刊 行 され ます｡ 掲 載 内容 は ､研 究 論 文 ､研 究 会 ･国 際 会 議 な ど

の報 告 ､ 講 義 ノー ト､研 究 に関 連 した諸 問 題 につ い て の意 見 ､

情 報 な どで す｡

2. 本 誌 に掲 載 され る論 文 に つ い て は ､原 則rと して審 査 は行 な い

ませ ん｡ 但 し､編 集 者 が本 誌 に掲 載 す る こ とを著 し く不 適 当 と

認 め た もの に つ い て は ､改 訂 を求 夕)､ ま た は掲 載 を拒 絶 す る こ

とが あ ります｡

3. 本 誌 の掲 載 論 文 を他 の学 術 雑 誌 に引 用 す る と きは ､著 者 の承

諾 を得 た上 で private communication 扱 い に して下 さ い｡

投稿規定

1. 雑 誌 のペ ー ジ数 を節 約 す る ため 原 稿 は極 力 簡 潔 にお書 き下 さ

い｡

2. 原 稿 は400字 詰 原 稿 用 紙 を使 用 し て下 さ い｡

3. 数 式 ､記 号 の書 き方 は Progress､ Jourrlal の 投 稿 規 定 に

に準 じ､ミスプ リン トが生 じない よ うに適 当 な処 置 を とっ て下 さ

い｡

上 ツ キ ､下 ツ キ は特 に紛 わ しい もの の み を手旨志 して下 さ い｡

英 字 の大 ､花 文 字 ､ ギ リシャ の指 定 を忘 れ な い よ うに ､ O とa

と 0(ゼ ロ)､u とn と rr ､C とe ､1 (ェ ル )と 1(イチ )､X と×

(カ ケ ル )､u とV 等 が一 番 間違 いや す い｡

4 . 数 式 は 3イ子に わ た っ て大 き く書 い て下 さ い.

E: 1才子以 内 にお さ ま らな い可 能 性 の あ る長 い数 式 等 は必 ず改 行

の際 の切 れ 目 を赤 て守旨定 して下 さ い ｡

6. 図 の縮 尺 ､拡 大 は致 し ませ ん｡ - 頁 以 内 に 入 ら な い 図 は原 則

と して著 者 に返 送 し､書 き改:め て い た だ き ます｡

7. 投 稿 後 の ノ京稿 の言丁正 は で き る だ け さ け る よ うに して下 さ い｡

8. 別 刷 が入 用 な場 合 は ､投 手高の際 に所 要 部 数 を10部 単 位 で 申込

ん で下 さ い｡ 別 紙 代 は下 記 方 式 に よ り､ 現 金 で納 入 して い た だ

き ま す ｡

(郵 券 に よ る受 付 は い た し ま-せ ん｡

p :物 研 出 来 上 り頁 数

Ⅹ :別 刷 所 要 部 数

a :別 刷 - 頁 の 代 金 1円

b :製 本 代 (別 刷 一 部 に つ き ) 10門

別 刷 代 - (a p +b)Ⅹ + 送 料

別 刷 代 金 は別 刷 を受 取 ? て か ら､ 1ケ 月 以 内 に納 め て下 さ い｡

そ れ よ り遅 れ た場 合 に は 遅 滞 追 徴 金 を請 求 さ れ る こ と が あ り ま す

す か ら ､ 御 注 意 下 さ い｡

9. 原 稿 締 切 日 は 毎 月 20日 で 原 則 と し て 次 月 発 行 誌 に 掲 載 さ れ ま す

ます ｡



八.首
･I

拳ヽ
｢



ひ ろ ば

(h) (5)の前半 については事実 を客廟的 に判断する ことだけで も, とても華

しい O

◎久 保研 コロキク4

11/28 大 林 康 二 '(東大理 飯 田研 D l)

Scaling LaW の実験

12/ 5 福 山 秀 敏 (D 1)

Dユamagnetism off3ユSmuth

- ユ ー ス

◎ 人 の うごき

大 野 鑑 子 氏

一1968年 より北大理学部物理研 究室 に勤務 される予定

中 島 春 雄 氏

1968年 より北大理学部助教授 (教養 趨 当)に就任 され る予定

田 中 実 氏

1967年 10月栗 太物性桝に英 国 よ り帰 国された｡

篠 原 正 三 氏

北大 より電機 大学応 用理化学 へ転 出

掘 淳 一 氏

Nationa⊥ Physil,3al Labora.･tory より帰任

◎A･Plandユn と B.C｡Ies が 1968年 6月,スイスで "Magnetic

LmpuritユeS inlMPJtals" の CorlfereL-1Ceを開 くこ車を計画 してい る.

アメ リカの G｡rd｡n Corference的 な会 にす る ことを考 阜ているとの こ

と｡
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プ レプ リ ン ト案内

〔森,川崎,都築研究室〕

い ｡ielectric Constanも ofRare-Gas 一山hxtu'res. (Day.id JM.

Rosen七･haユ alLnciRob,13r_㌔I.S町enSOj1)

i,｡amplrlg .､つf Pnonons ln Alumlnlum. (G.BjlrL'r餌 arl,B.I.工.u -

ndqvist arid A.SjL;lancer)

o Oouて)ling E3etween And_er･son-'rype L〔)cfえ1ユZ,edMomerl七･S and

rl_lL-leOry'Of '1㌧TanSltlOn .MeGal FerrolnagnebISin.

(S.H.LiLl)

o The 民Iectron-1vfa至芸ユIC)n Interacti()n ln Fer◆r〇'magnetl ｡

TranLqi,UIC'n Metais. (L.C.Da.VIS i-･uld S.貢.Lllユ)

こ･L.｡ngltl⊥dinal と;pin Pall Correlation ln Ai'lLlferrc)inagnetS.

(K.Ill.a_rll and 呂.T-lrlaka)

C,Proper-CorユneCted-Diagram hrlxpanblion of a:iecT,rlL｡al

JoilductlVlもy for 巨鳥ectron-IlilPurlty SlySも,3-in .

(Sh土･gejl FuJユTL"-i)

｡試Ⅹact CalculaI,ion of the PartlL10rliiTTturlC一七1(つnifor a Model

of T町 こ-):･DlnenSional.JP'0.1yl.Tl白r Cry.3'は ⊥llZau nn bv'Chalri

Fくつ1.ding. (Robe,rt Zwanzlg )

o LarlgeVin Th･eory Of PolylTieI.Dynamics in Dilute SoluもユOn.

(RoDerも Zwanzig )

｡JPoもentla1-Correlation Fqnc1,10n ロualitylln StatlSもlC,3LI

Mecha工IICs. (C.し)e DomユnlCIS and lTjl.酎IglcJrも)

〔北大理 ･物性理論研 j

o Th(-3 且1ecTJr⊂)nlC Structure of One-Dimensional Binary

Alloys (B･Y･Ton.g )

o Infrared La吊 ice Vlbraもions in Ba blr1-.g F2 arid STYy
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プレプ リン ト零内

caト g F2 (H･W･Verleur & A･S･Barker,Jr･･)

o Optical Vibrations of 工mpuri七y and Host 工ons i.n Mixed

c:rystals (A.S.Barker,rTllr.,)

o On a Theory ofAtomic むlrOtiorlS in Simple Classicaユ Llquids

IJi
(氏.S.Singwi& A.SJO⊥ander)

〔名大 ･物理 .∫

o Ground Sもそうte.of a Paraunagneもic Ilnpurity in a Metal.

(J.A.AppelbauTn a工Id J.Rondo)

o Effect of Ordlnary Scar,terlng On the Resisもivity Anofnaly

due もo Mag_Tletic 工JiPurlties (K.FiSCheT )

〔久 保 研 j

G Ellude debsSemicorldu(,JICeurs (J.itAl.rLlh u_il.lief )

O ~proprietes Taag_rletooptiqiユeS des SemlCOnd_ucteurs

(C.京土gaux ▲)

O 上ieCO.llbinalSOrlRadiatiV-e dans と;emiconducteurs

(C.Benoit a la Guillaul,ne)

o B3ffets de Pla∈;i-lla dams les Solユdes

宣IeCtr(》ns Chauds

且esonarlCe Cycl〇七TOrl

supraco工ユdL1Ctivlte (J.Bo近 )

o 迂ff-et,s dIlrradiati.on.sur ⊥es SenユCOI-ユducteurLl

(p.:3･aruchl)

o Pheno皿eneSde tranLSPOrt pTeS de la Surface des blolides

(a.AmSel)

･cristaux .LVlolecu⊥alreL-3 (Lh右 Schc)七t )

o pnysユque lilheorlque (P.Nozieres )

･工ce,Ferro- and Antiferrcel･ectrics (Ellio七七 日.Lieby

o The Solution 0f the Diner Pr()blem by the Tram.sferMatJri文
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プ レプ リン ト案内 ∴

Method (Elliott月 . Lieb )

o The Residual Entropy of ScJuare Ice (昆1110tt H. LieD j

o Tljffecち of the Potential ScatJterljユg On the LJO町Jl'emperat-

ure AnOmalieLS dLie to the S-d Inもeraction

(Y.N3.gaoka )

oIL3･eneraliZ.ed Ornstei工｣-Zernlkと)ApproauLl to Criti()al

PheriCmena い ∨̂_elville S.GreeIl)

oFtI,rquency Spect･ra of Harmonic Lattices IyVitn vVeak Long

RaI〕ge 工工1teracl,10nS (iiobert Zw ｡nZip,-)

o StronlfCoupllrlFT SuperconducJtIVl七y 1-rlV5 X Type of

･:jo7nPOunds (J.Labbe, S. ijarlSic an(ユ J.Frledel )

oMLagnCJtic In1Purlties lコ ,MetaLs (A.tjla工ユdln )

し'ム′柏 g.1:1仁ju C Fie_-Ld 土]ffecLs iriGel,nlユCC)rlducレor La〔ujrI5

(harry ti.た;ack,S )

c rllfle Pote1-ltial L)工●Aver;Lg(-1ilL'orce forIviacrol(〕n_LS Of .til再ld-

sprier曽 P⊂日.eユ1tiai s (A.I.S上Ilhara alj_Li 0.A,_,riO･)

o Spatial CorrelTj_iuion of PartiJiE_jS ln lVfany .F3ody Syt3temJ5

(ノ!'tlL.工shilLiara )

･つ工rreVeTtl'j.ble Proceよ]LC3eS in the-Solution c)f Ghaln PolynlerS

(Pi.rShJ.hara )

U Anon;llous SplnlRelaxIat10m near LheMagnetic r上1ransiTu土on

(Kyozi i(<-jVVaSakユ )

O か1ant,ilm Theory､cf DlSSip31,1Ve SysbemトSaTId Scatten ng

processes (I.PrlgCgine )

q BlblユOgraPnV--Recerlt.R'_jsea.T｡h on .fl]lectron STJln Dens⊥ty

(ti.Eugene Stanley )

〇 Crltical Phenc)mena in fieisenbe,rg Models ofMagrletlS皿

(冒.EuLgene Stanley )

o Cohererlt Staも,eLCj ln the rllheory of-Sup〔jrfユuldlty

(J.ij.La-nger )
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プレプ リy ト案内

o Theory of Colli･sion-Induced 工nfrared Absorption in

Compre{.sea Gases I. Collision-IATlduced Translational

AbsorpL.iorlin RaTe Gas Mixもures (A.Okada,T.Kaj-

ikawa,and rr.YamamOもo )

o Longitudinal SDin Pair 〔)̀orrelaもion in Arlもiferromagnet･S

(Kensuke TaLyli and.hTideho Tanaka )

o Ultras(コni,c Atterluati.orlnleaT the A′llagnetic CritIical Point

(氏.Tani, H.Mori )

O Dynamics of Displacive- type FerTOelecもrlCS

- So･ftModes - (K.Tani )

o TrarlSPOrも CoefficierltS near the Critical･Poinも:

A Master 玉均uaもi-o n Approa.C)fl (Leo P.Kadanoff )

o pnonon DISPerSioriMeasurements on a lqCp He4 single

Crystal aL 27a也 (F.-P.Lipschu⊥七7J,V.J.ldi.nk_ie-

wicz7'll.A､. Kltchens･G.ShU a.,;ie and 氏.Nathans)

o The rl.lime 薫volutiun of the Total Disもribu七ioェ1FuTiCtion

of a One-D,imensional System OfHard Rods.

(∫.L.Lebowitz,I.K.Percus and J.SykeE了)

o Random Spユn Systems:.lSc,Ⅰne 上11LWrlrJuS IHeLqults

(R.B.C汀iffi七hs,I.L.Lebowi+uz)

o selfTConsistenTJ Tree,i.rrijP,nも ｡f a Crystal-Like Model

(Aldo de Luca'Luigi班.Ricciardユ aニld -Tilr〔)Omi

U皿eZaWa )

〔京大 ･物麺〕

o Anon.alous Spin Relaxatir)a near もheMagneもic TranSiti〔)ri

(Kyoz.ユKawasaki)A

o Quarl も1皿 Stal;lStica1-Mechanical Study on Phase Transit-

ions ln SつiidMetbane (TsullenObu YAliAVLOTO aIld

Yosuke一女ATAOKA )
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プレプ リン ト案内

o Anomalous Behavior Of Sound near the Curie Poll-ibs in

Dispユacive-type Ferroelectrics (K.TANI and N.

TSけDA )

o phonon Instabi⊥lty and Current SaもuratlOrlillPleZ,｡ele-

ctric SemlCOnduct¢rs (KaZu,,Yamada;)

｡ Ice,Ferro,- and AntIferroeユectrlCS (EH ic)七七 日,Lieb;)

o Tha Solution of the TJimer Problern by the -TJrrarlと;fer

Ma+Jrix Methc'd (且11iatT,, 員..Lユeb:)

I:J The Resld.ual Entropy of ･Square 工ce Lorlgltudlnal Spin

palr 〔JorrelatユOn lrlA工I1,1ferroInagnetS (.71111ia十t,,

H.LIED;)

o Longitudinal Sr'lriPair 〔〕C,rrelatiL)n lr:･.An信 Ferromag工ユets

(KeヱlSuke rl.lA加工 and Hユdeh｡ rl,lANAiCA ; )

'J UltrasonicAttention near TJhe･Magne~Lic Crユtical Poirits

(Ken三三uke TANI and Ha乞Ime MOR工)

o Dynamics c)I DISPl,I:lCIVe- type FerroelecもrlCS

- sof7J l血 ⊂iths- (そこensuke ｢1.1ANI)

oA Quaritum rTrheory of Pressure BroadeTユing i,YユPlasma

(A.rTsujl,Y.Ur(lbe arid HL.Nar･Llm i )

o Nc,te on LN(〕n-L⊥neaT Hydr〇ma,glietICWaves Propaga-Lli]g

･1ユC)ng a lLtlagヱユetic Fleld ユria Cold (ブOユユユSユOn-Free

p ]_asriia (Tsunehik〔〕 KAKけTANI)

oDユelectric Co‡iStant OfRare-MlXbures (ijavld 班.A (つ{:;erl-

thal and Robert,J. SWenson )

oMicrowave Burst atJTrl第gere,a In.stabiliもy ln a Hol上

Electron Plasma (H. Ikegami,冒.Ike2TJi.班.HosoKa-

wa, K.Takayama and S.Tanaka )
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アブ ス トラク ト紹介

北大 堀淳一氏 より寄せ られたもの O

The Electroni･c Structure of One-dimensional BilTlary Alloys

by

E3.Y.Tor_'Lg

+

Physics Depも.I Urliversity ofWestern (つntario,London,Ontaric

A土∋STRACT

lrrhe eユectronユC Strucも-ure of one-dimensionaユ bユriary aユ10-

yB iS Studied ln I,eras Of exa_ct mathematical expres･SユOnS.

It is sholvVrl by c,Ounter examples TJhat もhe Saxon→Hutner

T凸eore皿 and its CorlVerSe rTilheoreln d｡ r10も necessarily _hold

for all potentialと;in general.VarlOuS Sufficient,coTidlも10nS

of valldlty are found for the Saxon-即ユtner Tl,leOrem and for

its ConverserllheC;rem.When the pEM en tials are ⊥ocaii.Z∈三d and

syIllmetrlC' the priySical corユtelYiT,of these c〔)r⊥cliもiorlS are

analysed by mean.S ･Df ~拍e one→dimenSional scatもerlng Phase

.shlfもs of uIe iJ:idividuai constユtuent pc)もerltials.As art

example, it lS SboTvm thaTuboth t土1e Saxo‡〕-Hutner Theorem ::lnd

lts Converse ThecJrem are Valid if the phase shifts of もーhe

two localized symmetric POteI'ltials formlrlg the bi.narv alloy

are solutions belcIng:irig t･O llclass:i.idefined in Section III.
1

+ Parも Of the present Work was caTri白d outatMathematl･CS

Department, University ofHc,ng Kong, 賀ong Kong.

Ⅰt was supported in part by the Na.tlOnal Research CourlCil

of Canada.
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アブス トラク ト紹介

INFRARED LATTIC,E VIB-RATIONS IN -Ba Srl-yF2 ANDy

Sr CaLyF 2y

dy

H .W.Verleur and A. S.ijarker'Jr.

jjell r工Ielephone Laborator'ies' 工ncoTpOrated

Murray-fl'iil-New Jersey

A王3STl｡lACT

rlL･-Tie fa- infrared reflecもユ再 ty spectra oi'Sr Caト yF2y

ごIrl(i Sr f3aL vF2 have been meaLSured both aTJroom temperatureV

3_nd at lOOOK oveェ､ bhe spe(-)tral range froln 10 も 0 100p,chang

eも a l . hay(-)observed a s.lLngle JRalrla n InOd e _ui th(-3と;a CryE'.talF,

i-1Tld suggested thtr.lt a virtual-ion 1.llrlJ_Gel is rlPPllCab｣-e.This

IS t O be dlSt'･inguished froliH SuCh 叩 LStelriS aS uaAsyP1-y and

･J:ji:-iSevS仁 y WhFjre +uhe a紺 eararlCe Of tvTC rel<St-5trahlen bandLS

leteidl:i to a r71ユOr∈三 COmPllCaもed I.IIOijei. 巨工r亡きIl t･rl.･Juglrl the ref_Le-

ctivlty SPeCtra I)f i,h e s Ej mlXed fluorldes Lr_;･rl｡町 e.St':7ごn51a]tIyー

a L'Si.n.gュe rest.Strahlel'1band･ trieSe bar:Lds hartJ(i i;Om亡き fl‡ユe

sT,ru｡tLlrf∋. rl:he lエコfrLl三'ed r仁王StS trとtJTllF3rl bユI.-iO _ lSlliftE;LL三mOOthly

f･,Jr GfiA ･SyP仁 y llS adaT)て一ed h the presen も case and s王〕om bo

【二jredi_cl,bot,h the :ticl,man an(i lllfraTed spectra i-ncluilrlg the

fine StruCt.ilre. ThL3TnOd百日L rShoW S that the vi.Tもua1-ic)n

tI-)_ppr〇ⅩiTrlation is valid f(_lr the main Raman mode but n〇七 for

the infrared modelS･ Contrary tO the case of GaAsyPl-y nO

と.Lユgnificant clustering of like cations around anions IS

detected.
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編 集 後 記

JI
･一
■

(〃
H｢リ

京大特集号の記事にするために, 11月 12日に ｢湯川先生対物性 ボス｣の

座談会 を開いてか ら, 12月 28日に諸 々の事務が片 付 くまでのひと月半以上

の間,随分 いろいろの ことがあ った ような気がする｡ 5時間余 りの時間 をと っ

てあ ったが ｡それ でも時間が足 りなか ったのでは-･･-とい う印象が まず残 ったD

何か肝心 の こと,いちばん聞きたか った ことまで話が はこぼない中途半端 の ま

まで終 った ように思 えたか らだ ｡ しか し,あなが ち時間の所為 ばか りではな い

のかもしれない と,次第に考えるようにな った ｡ 座談会 のあと,編 集部 の若干

が集 まって アルコール入 りの infor皿al ciiscussionを行 った . そ こで も,

若手 としての意見や希望 ･不満が形にな らず,ブスブスとくすぶ っ_て,消えて

行 っただけだ った 0 11月 い っば,hかか って,テープに と った話を書 き取 る作

業 を手分 け して行 った ｡ 座談会 のあ と仕末 なん て,二度 とごめん こうむ りた い

ものだ, と思 った人 も少 くなか ったかもしれない ｡ や っと出来 上った原稿 を,

雑誌にのせ るまえに一応 〝エチケ ッ トとして n出席者 に まわ _LたOそ こで 〝予

期 せぬ出来事 〝がおこ った ｡ほぼ全 員が訂正 を申し出 て来たのだ O言葉 のは し

ほ しにわずかに顔 をみせていた,細 かいニ ュアンスや本 当の気持が,当た りさ

わ りのない模範回答に書 きかえ られた とい う感 じであ る｡

一方,座談会に出席 しなか った若手に テープを公開 し,聞いた感想 を募 った

が,これ も何の反応 もなか った ｡

結局,個人個人の忙 しさやあせ りが .研究上の悩みや体制への不満な どを.

組織的系統的に考 えてみ る時間的余裕を許 さないのだ ろ うか ? 何 もかもが 個

人 の次元 に還元 され ,近視 眼的な選択で尊が運んでいるような気がする ｡

編集委員一同 も気勢 をそがれたのか,自分 の仕事が忙 しすぎて手が まわ りか

ねたのか .最初 の意気込 み もどこへや らi ｢まあ.一応成功で した占｣とい う

一言で全 てが終 った o･ ( Y)
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購 言売規 定

イ国人 購 言売

1､ 会 費 さ 当 会 の 会 費 は前 納 制 を とっ て い ま す｡ し た が っ て

3 月 末 ま で に な る だ け (]年 間 分 会 費 を倒 支 払 い下 さ い｡

な お新 規 購 読 の場 合 は下 記 の 会 費 以 外 に 入 会 金 と して ､

1 0 0 円 お 支 払 い下 さ い｡

※ l年 間 の 会 費

1stvolume 9 6 0 円

2nd volume 9 6 0 円

計 1,92 0 円

(1年 分 ま とめ て お 支 払 い が 困 難 の 向 き は 1volurrR 分 ず

っ てトも結 構 で す｡)

2. 支 払 い の 際 の 注 意 :な るべ く振 替 用 紙 を御 利 用 の ｣-j卸納 入下

さ い｡

な お 通 信 車閲に送 金･内 容 を必､ず 明 言己して下 さ い｡

3. 推 誌 購 読 者 以 外 の 代 理 人 が 購 読 料 を送 金 さ れ る場 合 ､ 必 ず 三貴

言売者 本 人 の 名 前 を明 記 して下 さ い｡

4 . 誌 代 の 支 払 遅 滞 の場 合 :当 会 の 原 則 と して は ､ 正 当 な理 由 な

く 20Vol.以 _【二の 言志代 を滞 糸内さ れ た場 ノ合には ､送 本 をイ亭止 す る こ

とに な っ て い ます の で律tJ留 意 下 さ い｡

5. --一括 送 本 を受 け る場 合 :個 人 購 読 中 に大 学 等 で 一 括 配 布 を受

け る様 に な っ た場 合 は ､必 ず ｢個 人購二言売中 止 ､---一括 配 布 希 望 ｣

の 通 知 を して下 さ い｡ 逆 の場 合 も同 様 七､す 0

6･ 送 本 先 変 更 の場 合 :住 所 ､ 勤 務 先 の 変 更 等 送 本 先 が変 っ た場

合 は ､ 必 ず 逆 ー変更 届 を才是出 して下 さ い｡

学 才変､石汗究 所 等 機 関 購 読

1. 会 費 :学 キ交 ･石汗究 所 等 で の 購 言売及 び個 人 ごあ っ て も公 費 払 い

の と きは機 関 会 員 とみ な し､代 金 は ､ 10Vol.1,8()0円 で す

こ の 場 合 ､ 入 会･金 は不 要 で す｡ 学 校 ､ 研 究 所･の 会 費 の 支 .払 い は

後 払 い で も結 構 で す . しか し購二言売申 込 み を さ れ る時 に 支 払 い に

必 要 な請 求 見 積 ､ 納 品 書 各何 通 必 要 な の か をお 知 らせ 下 さ い｡

な お ､ 当 会 の請 求 書 類 で は 支 二払 い が で き な い様 で した ら ､ 貴 校

貴 研 究 機 関 の 請 求 書 類 を送 付 して下 さ い｡

2. 送 本 中 止 の場 合 の連 絡 :発 行 途 上 に あ る volume の 購 読 途中

中 止 は 認 め られ ませ ん｡ 購 読 中 止 され る場 合 に は ､ 1ケ 月前 ぐ

ら い に 中 止 時 期 を明 記 して ｢購 読 中 11･.届 ｣を送 付 してー下 さ いO
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